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外科領 域におけ るME1207の 臨床的検討

荻 原 裕 之1)・納 賀 克 彦

川崎市立川崎病院外科*
1)現:浜松医科大学医学部附属病院第二外科

新 たに開発 された経ロセフェム系抗生物質ME1207の 外 科領域感染症に対する有効性及び

安全性について検討 した。臨床結果は,著 効1例,有 効4例,や や有効1例 であった。細菌学

的効果は,菌 の分離された3例 の うち,消 失1例,菌 交代1例,不 変1例 であった。6例 の全例

に副作用を認めず,臨 床検査値についても実施 し得た3例 に異常を認めなかった。
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ME1207は 明 治製菓株 式会社 で開発 された新規 な

エステル型経 ロセフェム剤 である。本剤は抗菌活性 を

有す るME1206の4位 カルボン酸に ビバ ロイルオキ

シメチル基をエステル結合 させ ることにより経口吸収

性 を高めたプロ ドラッグで,内 服後腸管壁のエステラ

ー ゼ に よ りエ ス テル結合 が加水分 解 され
,活 性 な

ME1206と して循環血液中に分布す る。

活性本体であるME1206は グラム陽性,グ ラム陰性

菌に対 し広範囲の抗菌スペ クトラムを有 し,ま た各種

β-lactamaseに 対 して安定で,本 酵素産生株に も強い

抗菌力を示す ことが報告 されている1)～3)。今 回我々は,

ME1207を 外 科領域感染症患者6例 に投与 し,臨 床効

果および安全性 について検討 したのでその成績を報告

する。

対象は1989年8月 か ら1990年2月 までに,川 崎市

立川崎病院で治験参加の同意 を得 られた外科領域感染

症患者で,肛 門周囲膿瘍2例,感 染性粉瘤,左 腋窩膿

瘍,毛 巣痩,T-チ ューブ挿入部感染それぞれ1例 の計

6例 で,男 性5名,女 性1名 であ り,年 令は19歳 から

76歳 で あ った。投与 方法 は1回100mgま た は200

mg,1日3回 食後に経口投与することとした。投与期

間は5日 か ら12日 間 であった。

臨床効果判定は,臨 床症状,検 査所見から主治医に

より著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階の判定を行

Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

*
beforetherapy

/aftertherapy

**106cfu/m1

CNS: coagulase() Staphylococcus

*〒210川 崎市川崎 区新 川通12-1
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Table 2. Laboratory findings before and after ME1207 treatment

B: before, A: after

った。安全性は,ME1207投 与 に起因す ると考えられ

る副作用および臨床検査値の異常変動から判定 した。

Table1に 対 象症例の臨床成績 を示 した。症例1は

背部感染性粉瘤で,本 剤投与により4日 後に発赤,腫

脹,痺 痛等炎症所見が消失 したため有効 と判定 した。

肛門周囲膿瘍2例 中,症 例2は,本 剤投与によ り発赤,

腫脹,疹 痛,熱 感等すべての 自他覚所見が消失 したた

め著効,症 例3は,本 剤投与によ り自他覚所見が改善

されたため有効 とそれぞれ判定 した。

症例4は 左腋窩膿瘍 で,本 剤投与に よ りWBC(/

mm3)13,000か ら6,600と 正 常化 し,ま た自他覚所見

も改善されたため有効 と判定 した。

症例5は 毛巣痩の症例で,切 除術後本剤投与に より

7日 目に自他覚所見が消失 したため有効 と判定 した。

症例6は 総胆管結石術後T一 チューブ挿 入部感染 の

症例で,本 剤投与により発赤,腫 脹,疹 痛等炎症所見

が軽減したが消失 まで至らず,や や有効 と判定 した。

細菌学的効果を見る と,起 炎菌が分離 されたのは3

例 で,症 例2は,coagulase(一)S'砂hylooo6cusが 除

菌され消失 と,ま た,症 例4で は投与前検出菌である

Staphylococcus epidermidis 及 び Peptostreptococcus

magnus は消失 したが Staphylococcus xylosus が投与

後に出現 し菌交代 と判定 した。症例6は,投 与前後に

Staphylococcus aureus が分離され不変 と判定 したが,

この S. aureus は methicillin に対 し低感受性(MIC50

μg/ml)の methicillin-resistant S. aureus (MRSA)

であ っ た。

安全性 においてはME1207投 与 中に自他覚的副作

用は認め なかった。臨床検査値 についてもTable2に

示 す如 く検査が実施された3例(症 例3,4,6)に 本剤

と関連のある異常変動は認め られなかった。

以上,新 しく開発された経 ロセフェム系抗生物質

ME1207を 外科領域感染症6例 に対 して使用 し,臨 床

効果 と安全性について検討 を行った結果を報告 した。

6例 の少ない症例であるため,臨 床効果の評価 をす る

ことは危険であるがMRSA感 染 例の1例 を除 き,全

例が有効以上の成績であ り,ま た副作用の発現はな く,

臨床検査でも本剤 と関連のある異常値は認め られなか

った。これらのことによ り,ME1207は 外 科領域感染

症においてさらに検討を加える価値のある薬剤である

と考えられた。
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ME1207, a new oral cephalosporin antibiotic, was clinically evaluated in 6 patients with various

surgical infections. The clinical efficacy was excellent in 1, good in 4 and fair in 1. Regarding

bacteriological response, the causative organism was : eradicated in 1, replaced in 1, unchanged in 1

and unknown in 3 patients. No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


